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近
い
将
来
、
実
用
化
が
予

想
さ
れ
る
「
固
体
酸
化
物
型

燃
料
電
池
」
を
燃
料
電
池
発

電
設
備
の
定
義
に
新
た
に
加

え
る
。

◎
議
案
第
67
号
　
小
松
島
市

消
防
手
数
料
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て

　

特
定
屋
外
タ
ン
ク
貯
蔵
所

等
の
設
置
許
可
等
に
係
る
審

査
業
務
の
効
率
化
が
図
ら
れ

た
こ
と
等
に
よ
り
、
手

数
料
を
減
額
。

◎
議
案
第
69
号
　
市
道

の
路
線
の
変
更
に
つ

い
て

　

新
居
見
３
号
線
の
終

点
を
、
柚
木
三
十
二

番
一
地
先
か
ら
月
持

四
十
九
番
地
先
ま
で
延

長
。

◎
議
案
第
70
号
　
新
た

に
生
じ
た
土
地
の
確

認
及
び
字
の
区
域
の

設
定
に
つ
い
て

　

本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た

議
案
１
件
、
陳
情
１
件
と
継

続
審
査
中
の
請
願
１
件
に
つ

い
て
審
査
し
、
議
案
に
つ
い

て
は
原
案
ど
お
り
可
決
し
た
。

◎
議
案
第
68
号　

小
松
島
市

重
度
心
身
障
害
者
等
に
対

す
る
医
療
費
の
助
成
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　

今
ま
で
は
母
子
家
庭
を
対

象
と
し
て
い
た
が
、
父
子
家

庭
に
も
助
成
が
拡
大
さ
れ
た

た
め
、
条
例
内
の
「
母
子
家

庭
の
母
」
を
「
ひ
と
り
親
家

庭
の
父
母
」
に
変
更
す
る
も

の
で
あ
る
。

◎
陳
情
第
２
号　
「
選
択
的

夫
婦
別
姓
を
認
め
る
民
法

の
一
部
改
正
」
に
反
対
を

求
め
る
意
見
書
提
出
を
求

め
る
」
件
に
つ
い
て

　

提
出
す
べ
き
と
の
意
見
も

あ
る
が
、
不
採
択
と
な
っ

た
。

◎
請
願
３
号
「
生
活
保
護
の

老
齢
加
算
の
復
活
を
国
に

求
め
る
」
件
に
つ
い
て

　

継
続
審
査
中
で
あ
っ
た
が
、

今
後
も
国
の
動
向
を
見
き
わ

め
な
が
ら
調
査
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
、
再
度
継
続
審

査
と
な
っ
た
。

　

◆
所
管
で
の
質
問
◆

質
問　

国
保
の
資
格
証
の
発

行
に
つ
い
て
改
善
が
見
ら
れ

な
い
。

答
弁　

国
保
税
納
税
の
公
平

性
を
保
つ
た
め
に
も
、
滞
納

世
帯
へ
の
短
期
被
保
険
者
証

の
交
付
は
必
要
と
考
え
る
。

質
問　

学
校
再
編
の
そ
の
後

の
動
き
は
。

井
村　

保
裕　
委
員
長　

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

総
務
産
建
常
任
委
員
会

北
野　

恒
男　
委
員
長　

　

元
根
井
埋
立
て
（
ふ
頭
・
船
揚
用
地
）

�

１
０
５
７
・
８
３
平
方
メ
ー
ト
ル　

　

本
委
員
会
に
は
議
案
７
件
、

請
願
１
件
、
陳
情
１
件
が
付

託
さ
れ
た
。
審
査
の
結
果
、

議
案
第
63
号
か
ら
議
案
第
67

号
ま
で
、
議
案
第
69
号
、
議

案
第
70
号
に
つ
い
て
は
、
採

決
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案

の
と
お
り
可
決
し
た
。

◎
議
案
第
63
号
　
小
松
島
市

議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常

勤
職
員
の
公
務
災
害
補
償

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て

　

関
係
法
令
の
改
正
等
に
伴

う
字
句
を
整
備
。（「
監
獄
」

を
「
刑
事
施
設
」
等
）

◎
議
案
第
64
号
　
小
松
島
市

防
災
会
議
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

行
政
効
率
を
高
め
る
た
め
、

防
災
会
議
に
お
い
て
水
防
計

画
も
調
査
・
審
議
す
る
。

◎
議
案
第
65
号
　
小
松
島
市

消
防
団
員
等
の
公
務
災
害

補
償
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

　

消
防
団
員
等
に
係
る
年
金

た
る
損
害
補
償
と
児
童
扶
養

手
当
の「
二
重
取
り
」を
廃
止
。

◎
議
案
第
66
号
　
小
松
島
市

火
災
予
防
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

小
松
島
町
字
元
根
井
の
埋

立
て
１
０
５
７
・
８
３
平
方

メ
ー
ト
ル
。

◎
請
願
第
4
号

　
「
地
方
財
政
の
充
実
・
強

化
を
求
め
る
意
見
書
の
採
択

を
求
め
る
」
件
に
つ
い
て
は
、

採
択
す
べ
き
も
の
と
決
し
た
。

◎
陳
情
第
1
号

　
「
安
全
・
安
心
な
国
民
生

活
実
現
の
た
め
、
防
災
・
生

活
関
連
予
算
の
拡
充
と
国
土

交
通
省
の
地
方
出
先
機
関
の

存
続
を
求
め
る
」
件
に
つ
い

て
は
、
再
度
継
続
審
査
と

な
っ
た
。

常
任
委
員
会
だ
よ
り

常
任
委
員
会
だ
よ
り

　

重
度
心
身
障
害
者
等
に
対
す
る
医
療
費
の

�

助
成
が
父
子
家
庭
ま
で
拡
充　

総務産建常任委員会



3

安
平　

剛
之　
委
員
長　

　

本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た

議
案
第
58
号
か
ら
議
案
第
62

号
は
、
平
成
22
年
度
一
般
会

計
・
特
別
会
計
の
補
正
予
算

に
つ
い
て
で
あ
り
、
慎
重
に

審
査
し
た
結
果
、
い
ず
れ
も

賛
成
全
員
で
原
案
の
と
お
り

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
た
。

　

ま
た
、
議
案
第
47
号
か
ら

議
案
第
57
号
は
平
成
21
年
度

一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
公

営
企
業
会
計
の
決
算
の
認
定

に
つ
い
て
で
あ
り
、
６
日
間

の
審
査
の
結
果
、
い
ず
れ
も

原
案
ど
お
り
認
定
し
た
。

　

な
お
、
議
会
に
よ
る
事
務

事
業
評
価
は
次
ペ
ー
ジ
に
報

告
す
る
。

◇
議
案
第
58
号　

平
成
22
年

度
小
松
島
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）

　

３
億
８
０
１
５
万

�

３
０
０
０
円

◆
主
な
事
業

○
長
寿
社
会
づ
く
り
ソ
フ
ト

事
業�

１
４
１
万
円

○
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ

ン
接
種
事
業

�

　

５
８
８
万
３
０
０
０
円

○
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
事
業

�

　

２
３
４
万
６
０
０
０
円

○
葬
斎
場
環
境
整
備
事
業

�

　

３
５
０
万
円

○
道
路
補
修
事
業
（
坂
野
７

号
線
他
）

�

８
０
８
万
２
０
０
０
円

○
道
路
改
良
事
業　

�

１
５
０
７
万
８
０
０
０
円

○
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業

（
田
浦
41
号
線
側
道
工
事
）

�

７
０
０
万
円

○
小
学
校
耐
震
診
断
事
業

�
　

７
４
０
万
円

○
南
小
松
島
小
学
校
耐
震
化

事
業�

１
億
７
０
０
万
円

○
小
学
校
校
舎
等
耐
震
補
強

設
計
委
託

�

　

２
６
７
０
万
円

予
算
決
算
常
任
委
員
会

答
弁　

３
中
学
校
区
に
お
い

て
地
域
別
意
見
交
換
会
を
開

催
し
た
。
参
加
人
数
が
少
数

で
あ
り
、
別
途
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
も
し
て
い
る
。

要
望　

次
回
か
ら
十
分
周
知

を
し
、
よ
り
多
く
の
保
護
者

を
対
象
に
開
催
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

質
問　

現
在
１
２
０
歳
以
上

で
戸
籍
が
あ
る
所
在
不
明
は

何
人
か
。

○
市
立
体
育
館
屋
根
改
修
事

業�

１
億
４
０
０
０
万
円

◇
議
案
第
59
号
か
ら
議
案
第

62
号
、
特
別
会
計
補
正
予

算

　

１
億
６
１
９
２
万

�

４
０
０
０
円

◆
主
な
事
業

○
競
輪
収
支
改
善
計
画
調
査

業
務
委
託
料

�

　

３
９
９
万
円

○
老
人
保
健
一
般
会
計
繰
出

金

　

３
６
３
６
万
３
０
０
０
円

○
国
民
健
康
保
険
退
職
者
等

療
養
給
付
費

　

６
２
７
１
万
３
０
０
０
円

○
介
護
保
険
地
域
介
護
・
福

祉
空
間
整
備
等
施
設
整
備

交
付
金
事
業　

　

�

７
４
４
万
３
０
０
０
円

◆
質
疑
及
び
所
管
で
の
質
問
◆

質
問　

学
校
耐
震
化
工
事
を

本
年
着
工
す
る
所
は
。

答
弁　

千
代
小
学
校
の
１
号

棟
と
南
小
松
島
小
学
校
校
舎

１
号
棟
で
あ
る
。

質
問　

市
内
に
44
カ
所
の
遊

園
施
設
が
あ
る
が
、
遊
具
が

腐
食
し
て
危
な
い
部
分
が
あ

る
。
将
来
的
に
修
理
し
て
い

く
の
か
、
廃
棄
し
て
い
く
の

か
。

答
弁　

修
繕
で
き
る
も
の
は

修
繕
を
行
い
、
子
ど
も
の
遊

び
場
と
し
て
保
持
し
て
い
き

た
い
。

質
問　

競
輪
事
業
に
お
け
る

調
査
改
善
計
画
を
つ
く
る
の

に
随
意
契
約
す
る
話
が
あ
っ

た
が
、
こ
の
額
な
の
か
。

答
弁　

専
門
的
な
コ
ン
サ
ル

会
社
に
こ
の
金
額
で
お
願
い

し
て
、
事
業
を
進
め
て
い
る
。

質
問　

葬
斎
場
管
理
環
境
整

備
事
業
に
お
け
る
委
託
料

３
５
０
万
円
は
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
導

入
だ
け
の
調
査
委
託
か
。

答
弁　

事
前
に
市
場
調
査
・

将
来
的
な
動
向
調
査
を
行
い
、

事
業
と
し
て
成
り
立
た
な
け

れ
ば
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
に
は
と
り

か
か
れ
な
い
。
そ
の
た
め
の

事
業
で
あ
る
。

質
問　

市
立
体
育
館
屋
根
改

修
事
業
１
億
４
０
０
０
万
円

は
国
の
補
助
は
あ
る
の
か
。

答
弁　

市
単
事
業
で
あ
る
の

で
、
財
源
は
起
債
で
行
う
。

答
弁　

６
名
で
あ
る
。
死
亡

届
が
出
て
い
な
い
の
が
原
因

で
あ
り
、
事
務
的
処
理
に
つ

い
て
は
、
法
務
局
と
相
談
し

て
い
る
。

質
問　

市
指
定
の
天
然
記
念

物
等
の
管
理
は
ど
う
か
。

答
弁　

文
化
財
の
保
存
・
管

理
に
つ
い
て
は
、
所
有
者
ま

た
は
管
理
者
が
基
本
的
に
行

う
と
し
て
い
る
。

地域別意見交換会（坂野中学校）
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平
成
21
年
度
に
本
市
が
実
施
し
た
全
３
０
２
事
業
を
対
象
に

事
務
事
業
評
価
を
行
っ
た
。

　

審
議
は
９
月
15
日
か
ら
27
日
ま
で
の
６
日
間
と
し
、
各
部
局

課
別
に
説
明
を
受
け
、
そ
の
つ
ど
質
疑
を
行
う
方
法
に
よ
り
進

め
た
。
議
会
が
抽
出
し
た
11
事
業
に
お
い
て
は
、
各
議
員
の
活

発
な
質
疑
・
質
問
が
あ
り
、
有
意
義
な
審
査
と
な
っ
た
。

　

特
に
24
日
の
議
会
評
価
策
定
時
に
お
い
て
は
、
議
会
基
本
条

例
に
基
づ
く
自
由
討
議
を
行
い
、議
会
の
合
意
形
成
を
図
っ
た
。

そ
の
結
果
、
２
事
業
に
つ
い
て
「
終
期
を
設
定
し
終
了
」
の
事

務
事
業
評
価
を
ま
と
め
た
。

宮崎議長、安平委員長から稲田市長に議会評価報告書を提出

平
成
21
年
度
決
算
審
査
議
会
評
価
報
告
書
を
市
長
に
提
出

事業名 議会評価 評　　　　　価　　　　　説　　　　　明

老
人
等
無
料
バ
ス
　
優
待
事
業

市
民
生
活
課

改
善
・
効
率
化
し
継
続

　社会福祉憲章条例の趣旨に基づく当事業の運営は、交通弱者の福祉向上の面からも継続して実
施することが強く求められている。この事業は昨年度に続いて事業抽出したもので、議会が一部指
摘したように、アンケート調査や乗降調査を行ったことに関しては成果として挙げられる。
　しかしながら、過去より提言してきた、市コミュニティバスの実施、バスルートの再編等が一向に
具体化されていない。議会が提案した利用券の配付など、正確な乗降者数を把握した事業費とすべ
きである。
　少数意見であるが、老人等無料バス優待年齢についても検討する必要がある。
　また、当事業について、議会からのこれらの提言については、今年度中に実施するよう強く求める。

住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業

人
権
推
進
課

改
善
・
効
率
化
し
継
続

　昨年度の本事業の議会評価については、「支払い能力の明らかにある人の回収強化」、「貸付金の
回収が不能となっているものについては、任意整理も踏まえた貸付金の回収」と大きく２つの項目
を掲げ、「継続」と評価した。
　行政においては、平成２１年度から徴収強化担当係長を配置するなど、新たな対策を講じその効
果を上げているところは評価したい。
　貸付事業はすでに終わっており、貸し付けた未収金の回収となっている事業であるが、約
２億７千万円もの滞納がある現状から、債務者に向けての意識調査を実施する等、新たな手法を検
討するなど、回収方法等に改善・効率化すべき点があると考える。
　また、全国的にこの事業を実施している自治体は同様の傾向にあると考えられることから、制度
設計自身に国の政策的な部分が非常に強いこともあり、同様の課題をもつ自治体と連携を図りなが
ら、財政を圧迫している赤字部分に対する援助、支援を国に対し強く求めていく必要がある。
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　毎年、焼却施設の修理に１億円近く費用がかかるのは問題である。
　市民の協力を求め、分別の徹底、ごみの減量化を図る。また、機械整備等にかかる専門的な技
術職員の育成を図り、運用計画、長期計画を立て、コスト削減をするべきである。また、施設の運
用管理についても、コスト削減等を念頭に再検討すべきである。
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